
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

地域振興計画に掲げた「花のある風景づくり」に取り組み１０年目 

  今年は少し早くスイセンも咲き始めました。（２月末撮影） 

              各地域のスイセンロードを散策してみませんか      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    これからは、温かくなり色とりどりな 

花が楽しめます。地域を散策して見てください。 

 

 

 

発 行 第 156 号 
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庄原市峰田自治振興区 ℡ 78－2849  

 

 

あ お だ け 

みねた大好き 咲く夢・咲く花・咲く笑顔 

（１） 

春の陽ざしに輝くスイセン 

峰自治会 

誠心自治会 赤川自治会 

津山自治会 春田自治会 

発展自治会 

峰南自治会 



 

 

 

 

  
峰田地区人権講演会実施報告 

 環境人権部の今年の指針に、だれもが安心して心豊かに生活できる「住みよい峰田の環

境づくり」を設定し、お互いの人権が大切にされ、人と人が繋がる温かい峰田の里づくり・人

づくりを目指しています。 

２月１６日（日）午前１０時から、環境人権部主催、老人福祉部・女性部共催で人権講演

会を実施。 

 当日は、55名の参加をしていただき、熱心にご清聴、有難うございました。 

 演題「災害から生命を守る」～平成３０年豪雨災害を経験して～ 講師に災害当時広島市

安芸区天神町内会長の伊木則人会長からは、①「予想もしなかった集中豪雨に見舞われ、

悲しい被害に遭遇された教訓」からの話しに釘付けされました。②自主防災（自助・共助・公

助）という言葉は日常化していますが、災害に遭遇した時などは、あまり役に立っていないよ

うでした。天神町においても、避難指示が出ても③「今まで何もなかったので自分のところは

被害に遭うはずがない。大丈夫」等と言って避難をされなかった。悔いがのこり残念であっ

た。 

 自助は最低の条件ですが、共助（隣近所）がいかに大切であるかということを痛感した。日

頃から良好な人間関係を作っておくことが大事であったか。災害後は、声かけ運動から始め

ているとの事でした。 

 又、県自主防災柳迫長三アドバイザーからは、①地域活動へ参加すること ②ハザードマ

ップ等地域の防災環境を知ること ③訓練に積極的に参加すること ④組織表女性部の位

置づけが不明確である問題点の指摘などを話していただく。 

 すでに峰田自治振興区では、自主防災組織を立ち上げ取り組みは継続しています。原点

に返って「災害は忘れたころにやってくる」の教訓に、日頃からの取組の一つ一つを確認し

ながら実践したいものです。 

【老人福祉部】  介護者の集い（第３回） 

３月５日（木）午前１１時より介護者の集いを、峰田自治振興センターにて実施しました。 
介護者の方より状況報告、午後より各個人が１００均のマグカップに絵図けをし、それを 
紹介し合い短時間ではありましたが、楽しいひと時を過ごしました。 
 

 

 

 

 

ふれあい給食 
令和元年度３月１２日をもって、ふれあい給食を終了とさせていただきます。        

長年にわたり調理・配食のボランティアの皆様には大変お世話になりありがとうござい    
ました。利用者の皆さん、長い間ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

（２） 

 



【自主防災通信】 4 月 1 日は「峰田地区の防災の日」です。取り組みましょう。     

4 月のテーマは「災害時緊急連絡網の確認をしよう。         

（地域での安否確認）」です。 

            ～家族や常会等で話し合いをしましょう。 

     3月のテーマ「避難経路の確認をしよう（避難場所への行程）」は‥確認できましたか？ 

 
 

 
 
  
                  

 

 

 

 

みねた特産品生産組合近況報告 

芍薬部会 

 昨年に引き続き今年も振興センターで 

芍薬切り花の販売を行います。芍薬の開花を 

楽しんでいただける最適な時期に（５／１０～ 

５／２０）お届けいたします。期間後半になり 

ますと白やピンクの花もお届けできる予定です。 

 みねた特産品の花を皆さんに身近で鑑賞して 

いただける良い機会になると思います。今年は 

2本束 300円で販売いたします。又、赤、白、 

ピンクのご希望がありましたら出来るだけご希 

望にそえるようにしたいと思っています。 

この機会に是非とも注文をお待ちしています。 

（受付締切日 4月 28日 16時） 

 

クロモジ部会 

 令和 2年度新茶から「ゆめさくら」での販売を開始する予定で準備を進めてい

ます。 

 クロモジ茶に加え、クロモジ茶葉を使った健康食品ラスク、アイス、パンを期

間限定での販売予定です、販売日が決まりましたら機関紙『あおだけ』にてお知

らせしますので宜しくお願いします。健康にいいクロモジ茶を楽しんでください。 
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峰田放課後子ども教室から新型コロナウイルス感染防止の取組について  
政府は２月２７日（木）の夕方、３月２日（月）から春休みまで「全国小・中・高等学校・特別支援 

学校」の休校を発表し、これを受けて庄原市も市内全小・中学校を休校となりました。峰田小学校 
も、３月２日から春休み明けまで休校となり家庭で待機し不要な外出を避けるよう、国の措置に従 
って家にいることを原則としています。これに対して生涯学習課から、「放課後子ども教室」につい 
て開設要請がありました。 
 今回の新型コロナウイルスは、感染した経路も原因もはっきりしない中で、「密室になった場所
に人が集まらないようにするため」の休校措置でした。このことを考えると、放課後子ども教室の
開設は最善の策とは思えませんでしたが、運営員会でも判断して開設に踏み切ることにしました。
もし、ご家庭等で待機が可能であれば、自宅で見守りをお願いしたいと思います。教室では、登
校等で検温を実施し、健康状態もチェックし、手洗い、うがいの励行、教室内の換気にも気を付
けて開設しています。発熱や体調不良がありましたら、連絡先に連絡をさせていただきますので、
できるだけ早くお迎えに来ていただきたいと思います。その間は別室（峰田小学校保健室）で休
むことにしています。 

   

放課後子ども教室を、卒業する児童に記念品が贈られました。 
      ２月２８日（金）令和元年度卒業生、放課後子ども教室を卒業される５名の児童に、 

   記念品の時計が贈られました。 

 新型コロナウイルスの影響により峰田小学校も休校となり、手渡しはできません 

でしたが、卒業生の皆さんおめでとうございます。    

 
峰田自治振興区からのお知らせ 

   
次の方からご厚志をいただきました。厚くお礼申し上げます。 

香典返し   誠心中  藤谷 雄一 様    （故 信雄 様） 

香典返し   大 歳  大倉 幸弘 様    （故 晃江 様） 

見舞返し   和魂上  須澤 宣之 様   
篤志寄付        匿 名 

いただきましたご厚志は、ご趣旨を大切に地域振興と社会福祉に活用させていただきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

峰田自治振興区世帯数と人口 

令和元年 1月末現在 

世帯数 男 人数 女 人数  合計人数 

 
12月 

 
1月 

 
12月 

 
1月 

 
12月 

 
1月 

 
12月 

 
1月 

 
281 

 
280 

 
288 

 
288 

 
315 

 
315 

 
603 

 
603 

               

                                   

 
 
                                 ・ 

※ 困りごとがあれば、迷わず、振興センタ―へ          
   お電話ください。(☎ 78－2849）                    
                                 

                     
  

【お申し込み受付け】 

月曜日～金曜日９時～１７時(祝日を除く) 

※押し車、車いすの無料貸し出しをしております。ご利用の方は振興センターへご連絡ください。  

2月の依頼状況は        ９件 
2月の支援状況は        ９件 

  
・ゴミ出し              ７件 
・パソコン入力           １件 
・困りごと相談               １件 
 
４月～２月累計実績件数    ２１１件 

※ ご利用ください。 

編集後記 早くも弥生 3 月となりました。 

春を告げる紅梅や桃の花も咲き始め、万物が

躍動する光り輝く季節の到来です。 

 一方、世界中を震撼させている新型コロナ

ウイルスの感染は、なお各界・各方面に大き

な不安と被害を及ぼしています。一刻も速く

終息し名実ともに希望に胸膨らむ明るい春の

訪れを切望するものです。 

 今年度最後の機関紙「あおだけ」をお届け

します。新年度も「あおだけ」をよろしく。 
 

（４） 


